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唯
識
思
想
に

お

け
る

法

界
の

観
念
は

、

『

仏

地

経

論
』

や

『

成

唯
識

論
』

に

お
い

て
、

「

清
浄

法
界
」

と
し

て

解

説
さ

れ

て

い

る
。

従
来
の

研
究
で

は
、

そ

れ

ら

の

「

清
浄
法
界
」

の

説
明
に

は

如
来
蔵
思
想
と

の

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（
1

）

共
通
性
が

あ

る
こ

と

が

指
摘
さ

れ
て
い

る
。

し
か

し
、

「

清
浄
法
界
」

の

説
明
に

は

唯

識
思

想
と

し
て

の

独
自
性
は

見
い

だ

せ

な
い

の

で

あ

ろ

う

か
。

　

小
稿
で

は
、

『

仏

地

経

論
』

と

『

成

唯
識

論
』

の

「

清
浄

法
界
」

の

説
明
を

比
較
し

て
、

そ
こ

に

あ
る

唯
識
思

想
の

特
徴
を

明
ら

か

に

し

た

い
。

先
ず
唯
識
学
派
が

依
拠
し
た

『

成

唯
識

論
』

の

清
浄
法
界
説
を

確

認
し
、

次
に

そ

れ

に

先
行
し

て

訳
出
さ

れ

た

『

仏
地

経
論
』

の

清
浄
法

界
説
と

比
較
し

て
、

最
後
に

『

仏
地

経
論
』

か

ら

『

成

唯
識

論
』

に

継

承
さ

れ

な
か
っ

た

説
明
に
つ

い

て

検
証
す
る

。

こ

れ

ら
の

考
察
を

通

じ

て
、

両
論
の

翻
訳
者
で

あ
る

玄

奘
と

、

そ
の

門

下
の

唯
識
学
派
の

法
界

観
の
一

端
が

明
ら

か

に

な
る

で

あ
ろ

う
。

　
『

成

唯

識

論
』

巻
一

〇

で

は
、

転
依
を

能

転
道
・

所
転
依

・

所

転

捨
・

所
転
得
の

四
つ

に

分
け
て

解
説

す
る

。

そ
の

う
ち

所
転
得
は

さ
ら

に

所
顕
得
と

所
生

得
の

二

つ

に

分
け
ら

れ
、

前
者
を
大

涅
槃

、

後
者
を

大
菩
提
と
い

う
。

先
ず

、

大
涅
槃
の

説
明
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

一

所
顕

得
。

謂
大
涅
槃

。

此
雖

本
来
自
性
清
浄

、

而
由
客
障
覆

令
不
顕

。

真

聖

道
生

断
彼
障
故

、

令
其

相
顕

名
得
涅
槃

。

此

依
真
如
離
障
施
設

。

故
体
即

是

清
浄

法
界

。

涅
槃
義
別
略
有
四

種
。

一

本
来

自
性
清
浄
涅
槃

。

謂
一

切

法

相
真
如

理
。

1
雖
有
客
染

、

而

本
性
浄

、

2
具

無
数
量
微
妙
功
徳

、

3
無
生

無

滅、

湛

若
虚

空
、

4
一

切

有
情
平
等

共
有

、

5
与
一

切
法

不
一

不
異、

67

離
一

切
相
一

切

分
別

、

8
尋
思

路

絶、

9
名
言
道
断

。

10
唯

真
聖

者
自

内

所
証

。

其
性
本
寂

。

故

名
涅
槃

。

二

有
余
依
涅
槃

。

…

中
略
…
三

無

余
依

涅
槃

。

…

中
略
…

四

無
住
処
涅
槃

。

…

中
略
…
一

切
有
情

皆
有
初
一

。

二

乗

無
学
容
有
前
三

。

唯

我
世

尊
可
言

具
四

。

…

中
略
：・

如
是

所
説
四

涅
槃
中、

唯

後
三

種
名
所
顕
徳

ポ

す

な

わ

ち
、

一

切
法
は

「

本
来
自
性
清
浄
」

で

あ
る

が
、

有
情
の

心
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は

「

客
障
」

に

覆
わ

れ
て

い

る

た

め
そ
の

相
は

現
わ

れ

な
い

。

「

聖

道
」

が

生
じ

て

障
礙
を

断
じ

、

そ
の

相
が

現
わ

れ
る
こ

と

が

涅
槃
を
得
る

こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

は

「

真
如
」

が

障
礙
を

離
れ

る
こ

と

で

あ
り

、

そ
の

体
は

「

清

浄
法
界
」

で

あ
る
、

と

い

う
。

ま

た
、

涅

槃
に

は

自
性

涅

槃
・

有
余
依
涅
槃
・

無
余
依
涅
槃
・

無

住
処
涅

槃
の

四

種
が

あ
る

。

自

性
涅

槃
は
一

切
法
（
事
・

相）

が

真
如
（

理
・

性）

と

同

体
で

あ
る

こ

と

で
、

こ

れ

に

十
義
（

1
〜

10
）

が

あ

り
、

一

切
有
情
（
異
生
・

二

乗
・

仏）

に

共
通
し

て

あ
る

。

有
余
依
涅
槃
と

無

余
依
涅

槃
は

煩
悩
障
を

離
れ

る

状
態
で

、

異
生

に

は

な

く
二

乗
と

仏
に

共
通
し

て

あ
る

。

無
住
処
涅
槃

は

所

知
障
を

離
れ

て

自
利
利

他
円
満
で

あ
る

状
態
で

、

異
生
と
二

乗
に

は

な
く
仏
の

み

に

あ
る

。

つ

ま

り
、

四
種
涅
槃
の

う
ち

自
性
涅
槃
を
除

く
三

つ

の

涅
槃
が

所
顕

得

で

あ
る

、

と
い

う
。

　
こ

こ

に

は
、

自
性

清
浄

心
が

客
塵

煩
悩
に

よ
っ

て

覆
わ
れ
て

い

る

と

い

う
と

こ

ろ

に
、

如
来
蔵
思
想
と

同
様
の

思

考
が

あ
る
と
い

え

る
。

そ

の
一

方
で

、

自
性
涅
槃
は

、

十
義
の

10
に

「

唯
だ

真
の

聖
者
の

自
ら

内

に

証

す
る

所
」

と

あ
る

よ

う
に

、

修
行
し

な
い

異
生

が

証
す
る

も
の

で

は

な
い

と
さ

れ

て

い

る
。

ま
た

、

他
の

三
つ

の

涅
槃
も

修
行
に
よ

っ

て

現
わ

れ
る

も
の

で

あ
り

、

聖

者
で

も

修
行
の

深
浅
に

よ
っ

て

証
す
る

も

の

が

異
な
る

と

さ

れ

て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

四

種
涅
槃
説
は

、

同
じ

清
浄
法
界
で

も
修
行
の

有
無
・

深
浅
に

よ
っ

て

証
す
る

涅
槃
が

異
な
る

こ

と

を
示
す
も
の

と

言
え
る

だ

ろ

う
。

　

次
に

、

大
菩
提
の

説
明
は

次
の

よ

う
で

あ
る

。

唯
識

学
派
に
お

け
る

法
界
の

観
念
に
つ

い

て

（
吉
　
村
）

二

所
生

得
。

謂
大

菩
提

。

此
雖

本
来
有
能
生
種、

而
所
知
障
礙

故
不
生

。

由

聖

道
力
断
彼
障
故

、

令
従
種
起
名
得
菩
提

。

起
已

相
続
窮
未
来

際
。

此

即
四

智
相
応
心

品
。

云

何
四

智
相
応
心
品

。

　一

大
円
鏡
智
相
応
心

品
。

…

中
略
…

二

平

等
性

智
相
応
心

品
。

…

中
略
…

三

妙
観
察
智
相
応

心
品

。

…

中
略
…

四

成

所
作
智

相
応

心

品
。

…

中
略
…

此

四

種
姓
雖
皆
本
有

、

而

要

熏
発
方
得
現

行
。

因
位
漸
増
仏

果
円
満、

不
増
不

減
尽

未
来
際

。

但

従
種
生

不
熏
成

種
。

勿
前
仏

徳
勝

後
仏

崢

　

す
な
わ

ち
、

大
菩
提
は

、

有
情
に

は

本
来
「

能
生

の

種
〔

子
〕

」

（
本

有
無
漏
種
子
）

が

あ
る

が
、

所
知

障
に

よ
っ

て

礙
げ
ら
れ

て

生

じ

る

こ

と

は

な
い

。

「

聖
道
」

が

そ

の

障

礙

を
断

じ

て
、

種

子
が

生

起
す
る
こ

と
が

大

菩
提
で

あ
る

。

こ

れ

は

無
限
に

相
続

す
る

「

四

智
相
応

心
品
」

で

あ
る

、

と

い

う
。

四

智

相
応
心

品
と

は
、

本
識
（

第
八

識
）

が

大

円

鏡
智
を

得、

第
七
識
・

第
六
識
・

前
五

識
が
そ

れ

ぞ

れ

平
等
性
智
・

妙

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
4
）

観
察
智
・

成

所
作
智
を

得
る

こ

と

で

あ
る

。

ま

た
、

五

種
姓
の

う
ち
四

種
姓
（
声
聞
種

姓
・

独
覚
種
姓
・

菩
薩
種
姓
・

不
定
種
姓
）

に

は

本
有
無
漏

種
子
が

あ

る

が
、

熏
習
に

撃
発
さ

れ

て

は

じ

め

て

現
行
す
る

も
の

で

あ

る
。

ま

た
、

四

智
は

あ

く
ま
で

も

本
有

無
漏

種

子
か

ら

生

じ

る

も
の

で
、

新
た

に

熏
習
し
て

成

熟
す
る

も
の

で

は

な
い
、

と
い

う
。

　

こ

こ

で

は
、

有
情
に

は

無
漏
智
を
生
じ

る

種
子

が

本
来
あ
る

が

所
知

障
に

よ

っ

て

礙
げ
ら

れ

て

い

る
と
い

う
と

こ

ろ

に
、

如
来
蔵
思
想
と

の

共
通
性
が
あ
る

と
い

え
る

。

し

か

し
、

本
有
無
漏
種
子
が

あ
る
の

は

五

種
姓
の

う
ち
四

種
姓
で

あ
り

、

そ
れ
も
熏
習
が

な
け
れ
ば

現
行
し

な
い

も

の

で

あ

る

と

さ
れ

て

い

る
。

ま
た

、

五

種
姓
の

う
ち
無
性

有
情
は

、

一

八

九
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唯
識

学
派
に
お

け
る

法
界
の

観
念
に

つ

い

て

（
吉
　
村）

本
有
無
漏
種
子
が

な
い

た
め

熏
習
が

あ
っ

て

も
無
漏
智
は

生

じ

な
い

と

い

う
こ

と

が

示
唆
さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

の

五

姓
各
別

説
は

、

清
浄
法

界
を
証
す
る

四

智
が

生
じ

る

か

否
か

は
、

熏
習
の

有
無

、

さ

ら

に

は

本

有
無
漏
種
子
の

有
無
に

よ

る

と
い

う
こ

と

を
示
し
て

い

る
。

二

　
『

仏

地
経
論
』

に

お

け
る

清

浄
法
界
説

　
『

仏

地

経
論
』

は

清

浄
法

界
と
四

智
に

つ

い

て

解
説
す
る

論
書
で

あ

る

が
、

巻
三

で

は

清
浄
法
界
が
十
＝

．

義
に

よ
っ

て

定
義
さ

れ

て

い

る
。

　
清
浄
法
界
者

、

謂
 
離
一

切
煩
悩
所
知

客
塵

障
垢

。

 
一

切
有
為
無
為
等
法

　
無
倒
実
性

。

 
一

切
聖

法
生

長
依
因

。

 
一

切
如
来
真
実

自
体

。

 
無
始
時

　
来
自

性
清
浄

。

 
具
足

種
種

過
十
方
界
極
微
塵
数
性
相
功

徳
。

 
無
生

無

　
滅

、

猶
如
虚
空

。

 
遍
一

切

法
一

切
有
情
平
等
共
有

、

与
一

切

法
不
一

不

　
異

。

 
非
有
非

無
。

 
離
一

切

相
一

切
分

別
一

切

名
言

。

 
皆
不
能
得、

唯

　
是
清
浄
聖

智
所
証

。

 
二

空

無
我
所

顕
真
如
為
其
自
性

。

 
諸
聖

分
証、

諸

　
仏
円
証

。

如
是
名
為
清
浄
法〔

聚

　
『

仏
地

経

論
』

の

清
浄

法
界
の

十
三

義
は

、

そ

の

多
く
が

『

成
唯

識

論
』

の

清
浄

法
界
の

自
性
涅

槃
の

十
義
と

共
通
す
る

。

両
者
は

と

も
に

玄
奘
の

糅
訳
（
原

文
を

編
集
し
た

翻
訳）

で

あ
り

、

『

仏
地

経
論
』

は

『

成

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
6）

唯
識
論
』

に

先
行
し

て

翻
訳

さ

れ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

玄
奘
の

糅

訳
と
い

う
観
点
か

ら

す
れ

ば
、

『

仏
地
経

論
』

の

十
三

義
は

『

成

唯
識

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
7）

論
』

の

十
義
に

継
承
発
展
し

た
と

言
う
こ

と

が

で

き
る

。

以
下

、

こ

の

観
点
か
ら

両
者
を

比
較
す
る
こ

と
に

し
た
い

。

　
『

仏

地

経
論
』

の

 

＝

切
の

煩
悩
と

所
知
と

の

客
塵
障

垢
を

離
る
」

一

九
〇

と

 
「

無
始

時
来
自

性
清
浄
な
り

」

は
、

『

成
唯
識

論
』

の

ー

「

客
染

有
り
と

雖
も

、

而
も

本
性
浄
な
り

」

に

集
約
さ

れ

て

い

る
。

同

様
に

、

 
「

功
徳
を
具
足
す
」

は
2
に

、

 
「

無
生

無
滅
な

る
こ

と
、

猶
ほ

虚

空

の

如
し

」

は

3
に

、

 

＝

切
法
と
一

切
有
情
と

に

遍

し

て

平
等
に

共
有
し

、

一

切
法
と

不
一

不
異
な

り
」

は

45

に
、

 
「

有
に

非
ず

、

無
に

非
ず
」

と

 

＝

切
の

相
と
一

切
の

分
別
と
一

切
の

名
言
と

を

離

る
」

は

6789

に

対
応
し

て

い

る
。

ま
た

、

 
「

皆
な
得
る

こ

と

能

は

ず
し

て
、

唯
だ
是
れ

清
浄
な

る

聖

智
の

所
証
な
り
」

と

 
「

諸
聖

は

分
証
し

、

諸

仏
は

円

証
す
」

は

10
に

集
約
さ

れ

て

い

る
。

す
な
わ

ち
、

『

仏
地
経
論
』

の

十
三

義
と

『

成
唯
識
論
』

の

十
義
に

共
通
す
る

の

は
、

清
浄

法
界
に

お
い

て
一

切

法
な
い

し
一

切

有
情
は

自
性
（

本
性）

清
浄

で

あ

り
、

無
量
の

功
徳
を
具
し

、

空
性
に

し

て

平
等
で

あ
る

が
、

そ

れ

は

た

だ
聖

者
の

み

が
証
す
る

も
の

で

あ
る

、

と
い

う
説
明
で

あ
る

。

　
一

方
、

『

仏

地

経
論
』

の

十
三

義
の

う
ち

、

『

成

唯
識
論
』

の

十
義
に

は

見

ら

れ

な
い

も
の

が

あ
る

。

す
な
わ
ち

、

 

＝

切
の

有
為
と

無
為

等
の

法
の

無

倒
な
る

実
性
な
り

」
、

 
「

一

切
の

聖

法
の

生

長
の

依
因

な

り
」

、

 

＝

切
如
来
の

真
実
の

自
体
な

り
」

、

 
「

二

空
無

我
の

所

顕

の

真
如
を

其
の

自
性
と

為
す
」

の

四

義
で

あ
る

。

 
は

法
性

、

 
は

依
因
、

 
は

法
身

、

 
は

真
如
を
意

味
し
て

い

る
。

　
こ

れ

ら

が

『

成

唯
識

論
』

の

十

義
で

言
及
さ
れ

な
い

の

は

ど

う
し

て

で

あ

ろ

う
か

。

『

成
唯

識
論
』

の

十
義
が

異
生

に

も

共
通

す
る

自

性
涅

槃
の

説
明

の

中
に

あ
る

の

に

対
し

、

『

仏
地

経
論
』

の

 
 
 
 
は

聖
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者
の

み

に

該
当
す
る

も
の

で

あ
る

た

め
、

削
除
さ

れ
た

と

い

う
こ

と

も

考
え
ら

れ

る
。

し

か

し
、

『

仏
地
経
論
』

の

 
 
 
 
は

『

成
唯
識
論
』

の

他
の

三

つ

の

涅

槃
の

説
明
の

中
に

も
見
ら

れ

な
い

。

そ
も
そ
も
清
浄

法

界
の

定

義
は

自
性

涅
槃
の

説

明
の

中
に

の

み

見
ら

れ

る

も
の

で

あ

る
。

ま
た

、

自
性
涅

槃
は

聖
者
が

証
す
る

も
の

と

さ
れ

て

お

り
、

そ
の

説

明
は

異
生
に

限
定
さ

れ

て

い

る

わ

け
で

は

な
い

。

こ

の

こ

と

か

ら
、

『

仏
地

経
論
』

の

十
三

義
は

『

成
唯
識
論
』

の

十

義
に

再
編
さ
れ

た

が
、

そ
の

際
に

前
者
の

 
 
 
 
は

後
者
に

継
承
さ

れ
な
か
っ

た
、

と
い

う

事
情
が

推
察
さ
れ
て

く
る

。

　

そ
れ

で

は
、

『

仏

地
経

論
』

の

十
三

義
の

 
 
 
 
は

、

ど

う
し
て

『

成

唯
識
論
』

の

十
義
に

継
承
さ

れ
な

か
っ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

問
題
を

考
察
す
る

た

め

に
、

『

仏

地
経

論
』

の

清
浄
法
界
に

関
す
る

記

述
の

中
か

ら

 
 
 
 
に

関
す
る

も
の

を

と

り
あ

げ
て

検
討
す
る
こ

と

に

し

た
い

。

三

　

法
性

・

真
如
と

し
て

の

清
浄
法
界

　

先
ず

、

 
法
性
と

 
真
如
に

つ

い

て

考

察
す
る

。

以

下
に

あ
げ
る

の

は
、

『

仏
地

経
論
』

で

清
浄
法

界
を
十

種
の

虚

空
の

譬

喩

で

説
明

す
る

う
ち
の

、

第
二

太
虚
空
喩
の
一

節
で

あ
る

。

　
「

如
是

如
来
清
浄
法
界

、

雖
遍
一

切
衆
生

心
性、

由
真
実

故
不
相
捨
離
」

者、

　
如

仏
自
心

真
実
清
浄

。

本
性
光
潔
本
性
浄
故

。

一

切
衆
生

心
性
亦
爾

。

本
性

　

真
実
本
性
清
浄

（

 ∀
。

心

本
性
者
即

是
真

如
（

 
）

。

一

切
衆
生

心

平
等

唯
識
学
派
に
お

け
る

法
界
の

観
念
に

つ

い

て

（
吉

村
）

性
。

如

説
。

「

由
何
説
心

平
等

。

由

空
性
故
説
心

平
等
」

。

如
是

広
説

。

心
本

性

者
即

心
法
性
（

 ）
。

遍
在
一

切
衆
生

心
性

。

是
故
説
名
心

平

等
性

。

為

弁
如
是

心
法
性
故

、

説
由
真
実
不
相
捨
離

。

由
是
有
情
本
浄
心

性
。

雖

本
性

浄
、

復
由
今
時
客
塵

障
垢
新
遠
離
故
（

 ）
、

安
立

如
来

其
心
活

嘩

　

す
な
わ

ち
、

清
浄
法
界
に

お
い

て
一

切
有
情
の

心

性
は

 
「

本

性
清

浄
」

で

あ
り

、

そ

れ

は

 
「

真
如
」

で

あ
り

、

 
「

法
性
」

で

あ
る
と

い

う
。

す
な

わ

ち
、

『

仏
地
経

論
』

で

は

 
法
性
や

 
真
如
は
、

 
本

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

（

9）

性
清
浄
の

理
由
と

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

に

対
し

、

『

成

唯
識
論
』

の

十

義
で

は

 
本
性
清
浄
は

継
承
さ
れ
て

い

る

が
、

そ
の

理
由
に

あ
た

る

 

法
性
や

 
真
如
は

継
承
さ

れ
て

い

な
い

。

こ

れ
は

 
本
性
清
浄
の

説
明

を

弱
め

る

も
の

と

い

え
る

だ

ろ

う
。

　

ま
た

、

第
二

太
虚
空
喩
に
は

次
の

よ

う
な
一

節
も
あ
る

。

　
A
又
浄
法
界

、

若
無
差
別、

一

切
種
浄、

則
名
一

切

如
来
法
身
（

 
）

。

亦

　
名
如
来
真
実
体
性
（

 ）
。

於
一

切

時
常
無

変
故

。

由
此
法
界
一

切
有
情
心

　
相
続
中
平
等
有
故、

説
如

是

言
。

コ

切
有
情
是
如
来
蔵
」

。

コ

切
有
情
皆

　
有
仏

性
」

。

B
為
引
不
定
種
性
有
情、

令
心
決
定
趣
大
乗
故

、

就
有
如
来
種

　
性
有
情、

説

如
是

言
。

「

一

切
有
情
皆
当
作
仏
」

。

如
有
説
言

、

⊃

切
無
常

、

　
一

切

皆

苦
」

。

如
是
皆
説
少
分
一

切、

非
全
一

切
。

若
不
爾
者

、

便
違
所
説

　
五

種
種

性
、

諸
仏
功
徳
応

当
有
尽。

無
所

度
故

。

則
違
所
説

、

「

如
来
功
徳

　
常
無
断

尽
、

不
応

無
益

、

常
住
世

間
、

本
期
度
生

求
仏

果
故
」

。

C
此

浄

法

　
界

、

雖
遍
一

切
平
等
皆
有

、

而
由

自
障
カ
所
持
故

、

如
世
生

盲
不
見

日

月
。

　
如

有
頌

言
。

「

衆
生

罪
不

現
。

如

月
於
破

器
。

遍

満
諸

世
間、

由
法
光

如

　
日
」

。

由
此
道

理
、

如
先
所
説

。

亦
与
貪
等
諸
煩
悩
垢
共
相
応

囀

　

す
な
わ

ち
、

A
清
浄
法
界
は
一

切

種
姓
に

お
い

て

清
浄
で

あ
り

、

 

一

九
一
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唯

識
学
派
に

お
け
る

法
界
の

観
念

に
つ

い

て

（

吉
　
村）

＝

切

如
来
の

法

身
」

す
な

わ

ち

 
「

如

来
の

真
実

体
性
」

で

あ

る
。

そ

れ

が
一

切

有

情
の

心

中
に

平

等
に

あ
る

こ

と

か

ら
、

経
に

＝

切
有

情
は

是
れ

如

来

蔵
な

り
」

、

＝

切

有
情
は

皆
な
仏
性
を

有
す
」

と

説
か

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

C
清
浄
法

界
は
一

切

有
情
に

平
等
に

あ

る

が
、

そ

れ
は

自
ら
の

障
礙
の

た

め

に

現

れ
る

こ

と

が

な
い

。

そ

れ

は
、

あ
た

か

も

生

来
の

盲
人

が

日

月

を

見
る
こ

と
が

な
い

よ

う
な

も
の

で

あ
る

、

と

い

う
。

　

そ
れ

で

は

「

如
来

蔵
」

や

「

仏
性
」

は

ど

の

よ

う
な

意

図
で

説
か

れ

た

の

か

と

い

え
ば

、

B
「

不
定
種
性
」

を

大
乗
に

誘
引

す
る

た
め

で

あ

り
、

す
な
わ

ち
そ

れ
は

「

如
来
種
性
」

に

対
す
る

教
え

で

あ
る

。

し

た

が

っ

て
、

「

一

切

有
情
は

皆
な

当
に

作
仏

す
べ

し
」

と

い

う

教
え
は

、

少
分
の
一

切
に

説
か
れ
た

も
の

で

あ
り

、

全

分
の
一

切

に

説
か

れ
た

も

の

で

は

な
い

。

も
し
そ
う
で

な
け
れ

ば

五

姓

各
別
に

違
反

す
る

、

と

い

・
つ

。

　

B
は

現
存
す
る

チ
ベ

ッ

ト

訳
に

は

見

ら

れ

な
い

も
の

で

あ

り
、

玄

奘

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
H
）

が

挿
入
し

た

も
の

と

推
定
さ

れ
る

箇

所
で

あ
る

。

AC

の

み

で

あ
れ

ば
、

一

切
有
情
の

如
来
蔵
・

仏
性
が

客

塵
煩

悩
に

覆
わ

れ
て
い

る
と

い

う
文
脈
で

あ

る

が
、

B
が

挿
入

さ

れ

る
こ

と
で

、

そ

れ
は

五

種
姓
の

中

の

不
定
種

姓

を

大
乗
に

誘
引
す
る

た

め
の

教
え
で

あ
る

と

い

う
解
釈
が

加
わ

る
こ

と

に

な

る
。

玄
奘
が

B
を

挿
入

し

た
と

す
る

な
ら
ば

、

そ
の

意
図
は

こ

の
一

節
を

如
来
蔵
思

想

で

は

な
く
唯
識
思
想
で

解
釈
す
る

よ

う
に

促
す
こ

と

に

あ
っ

た
と

言

え
る
だ

ろ

う
。

四

　
依
因
・

法
身
と

し
て

の

清

浄
法

界

一

九
二

　

次
に
、

 
依
因
と

 
法
身
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

以

下

に

あ

げ
る

の

は
、

『

仏

地

経
論
』

巻
三

に

あ
る

五

法
（
清

浄
法
界
と
四

智）

の

因
果

関

係
に
つ

い

て

の

記
述
で

あ
る

。

復
次

、

建
立

如
是
五

法
。

i
因

故
。

・
u

果
故

。

丗

果
差

別

故
。

i
因
者
即

是

清
浄
法
界

。

是
能
生

長

聖

法
因
故
（
 
）

。

H
果
謂

聖

智
。

縁
彼
生

故
。

依

止
彼
故

。

血

此
聖

智
果
差
別

有
四

。

随
起

建
立

。

謂

縁
法
界、

任
持
一

切

随

聞

法
故

。

於
諸
有
情

、

証
得
自
他
平
等
性
故

。

開
示
正

法
勝
方
便
故

。

利

他

因

曖

　

す
な
わ

ち
、

i
清
浄

法
界
は
「

能
く
聖
法
を

生

長
す
る

因
」

で

あ
り

、

荳

聖

智
は

そ
の

果
で

あ
り

、

…
u −

聖

智
の

果

は

四

智
に

分
け
ら
れ

る
、

と

い

う
。

す
な

わ

ち

「

〔

大
円

鏡
智
は
〕

法
界
を

縁
じ
、

一

切
を

任
持
し

て

聞
法
に

随
ふ

が

故
に

。

〔

平
等
性
智
は

〕

諸
も

ろ

の

有
情
に

於
い

て
、

自
他
の

平
等
性
を

証
得
す
る

が

故
に

。

〔

妙
観
察

智
は
〕

正

法
の

勝
れ

し

方
便
を

開

示

す
る

が

故
に

。

〔

成

所
作

智
は
〕

利

他
の

因
の

故
に
」

と
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

清
浄
法
界
は

仏

が

有
情
を

利
益
・

安
楽
す
る

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　（
13
）

智
の

因
と

さ

れ

て

い

る
こ

と
が

知
ら

れ

る
。

　

清
浄
法
界
と

有
情
の

利
楽
に
つ

い

て

は
、

第
六

太
虚
空
喩
に

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　
清
浄

法
界
是
諸
如
来
勝

義
自

体
（

 ）
。

法

界
遍

在
一

切
有
情
相

続
中

有
、

　
彼
諸
有
情
自
善
種
子
成

熟
力
故

、

由
浄
法

界
増
上
縁
力
（

 
）

、

彼
識
生

時
、

一 744 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

　
如
是
作
用

変
現

而
転

、

説
名
如
来
作
諸
衆
生

利
益

安
楽

。

除
此

作
用、

増
上

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
14）

　
縁
力
更

無
如
来
法
身
能
作
有
情
利

益
安
楽
事
用

。

　

す
な
わ

ち
、

清

浄

法
界
は

 
「

諸
も
ろ

の

如

来
の

勝

義
の

自
体
」

、

す
な

わ

ち
法
身
で

あ
る

。

そ

れ
は
一

切
有
情
に

遍
在
す
る

が
、

有
情
の

「

自
ら

の

善
の

種

子
」

（
本
有
無
漏
種
子
）

が

成

熟
し
、

清
浄

法
界
の

 

「

増
上

縁
」

に

よ

る

こ

と

で
、

か

の

識
（

四

智
相
応
心
品
）

が

生
じ

る

と

き
、

そ
の

有
情
を

利
益
・

安
楽
す
る

種
々

の

作
用

が

現
起
す
る

、

と
い

う
。

こ

こ

で

は
、

清
浄
法

界
11

法
身
の

作
用
は

あ
く
ま
で

も
増
上

縁
で

あ
り

、

有
情
の

本
有
無
漏
種
子
が

因
縁
で
あ

る
こ

と

が

説
か
れ

て

い

る
。

　
し

か

し
、

清
浄
法

界
−ー

法
身
が

衆
生

に

作
用
し

て

成
仏
の

因
縁
と

な

る

と
い

う
考
え

は
、

如

来
蔵
思

想
と

共
通

し

て

い

る

と

言
え

る

だ

ろ

う
。

こ

の

依
因
・

法

身
と

し

て

の

清
浄
法
界
が

『

成
唯
識
論
』

に

継
承

さ

れ

な
か
っ

た

の

は
、

玄

奘
の

翻
訳
に

お
い

て

如
来
蔵
思
想
と

の

共
通

点
を
少
な
く
し
よ

う
と
い

う
意
図
が

働
い

た

か

ら

で

は

な
い

か

と

推
測

さ
れ
る

。

　

同
様
の

問
題
は

、

『

摂
大
乗

論
』

と

『

成
唯

識
論
』

の

問
に

も
起

き

て

い

る
。

『

摂

大
乗

論
』

に

は

「

最
清
浄
法

界
よ

り
等
流

せ

る

正

聞
熏

　

　（
15）

習
種
子
」

が

説
か

れ
、

玄
奘
以
前
の

中
国

で

は
こ

れ

が

出
世
間
心
を
起

こ

す
因
縁
で

あ
る

と

解
釈
さ

れ

て

い

た
。

こ

れ

に

対
し

、

『

成

唯
識
論
』

で

は

正
聞
熏

習
は

増
上

縁
で

あ
り

、

本
有
無
漏

種
子
こ

そ
出
世
間
心
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

（
16）

因
縁
で

あ
る

と

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

清
浄

法
界
の

説
明
で

は
、

す
で

に

『

仏

地

経
論
』

に

お
い

て

清
浄
法

唯
識

学
派
に

お

け
る

法
界
の

観
念
に
つ

い

て

（
吉
　
村
）

界
11

法
身
の

作
用

は

増
上

縁
と
さ

れ
て

い

た

が
、

『

成
唯
識

論
』

で

は

清
浄
法
界
の

説
明
か

ら

法
身
や

依
因
を
除
く
こ

と

で
、

如
来

蔵
思

想
に

よ

る

解
釈
を
さ

ら

に

抑
え
て

い

る

と

言
え

る

だ

ろ

う
。

お

わ

り
に

　
玄

奘
が

糅
訳
し

た

『

仏
地

経
論
』

や

『

成
唯

識
論
』

に

は
、

「

清
浄

法
界
」

が

本
性
清
浄
で

あ

る
と

い

う
説
明
が

あ
り

、

如
来
蔵
思
想
と

共

通

す
る

思
想
が

見
ら

れ

る
。

　
し

か
し

、

『

仏
地

経
論
』

で

は
、

 
本
性

清
浄
を
聖

者
が

証
す
る

境

地

で

あ
る

と

し
、

 
法
身
の

作
用
を

増
上

縁
と

み

な
し

、

 
そ
れ

ら

を

如
来

蔵
や

仏
性
で

あ
る
と

説
く
の

は

不
定
種
姓
を

大
乗
に

誘
引
す
る

た

め
の

教
え
で

あ
る

と
説
明
す
る

。

ま
た

、

『

成
唯
識
論
』

で

は
、

 
『

仏

地
経

論
』

の

清
浄
法
界
の

定
義
か

ら

法
性
・

真
如
・

依
因
・

法
身
を

除

き
、

 
四

種
涅
槃
に
よ

っ

て

修
行
の

有
無
・

深
浅

に

よ

る

境
地
の

差
異

を
示
し
、

 
そ
の

差
異
が

生

じ

る

原
因
を

五

姓
各
別
と

本
有
無
漏
種
子

の

有
無
に

よ

る
と

説
明
し

て

い

る
。

　
こ

の

こ

と
か

ら
、

玄
奘
訳
お

よ
び

そ
れ

に

依
拠

す
る

中
国
の

唯
識
学

派
に

お

け
る

法
界
の

観
念
は

、

如
来
蔵
思
想
を

抑

制
す
る

方
向
で

発
展

し
た

と

言
え
る

だ

ろ

う
。

こ

の

こ

と

は

華
厳
学
派
の

法
界
の

観
念
と

比

較
す
る

こ

と

で

よ

り
明
確
な

も
の

と

な
る

と

思
わ

れ
る

。

そ
の

考
察
は

今
後
の

課
題
と

し

た
い

。

一

九
三
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唯
識
学
派
に

お

け
る

法
界
の

観
念
に
つ

い

て

（
吉
　
村）

1
　
西
尾

京
雄
氏
は

『
仏
地

経

論
之

研

究
』

（
破
塵

閣

書
房

、

一

九
四
〇

年
）

　

＝

1
一

九

頁
に

お
い

て
、

『

仏
地

経
論
』

の

「

清
浄
法

界
」

の

説
明
が

　
「

大

乗

荘
厳
経
論
』

菩
提
品

（

第
五

六

　
七

六

偈
）

の

そ

れ
と

密
接
な

関

　

係
に

あ
る

こ

と

を

指
摘
し

た
。

こ

れ

を
承
け
て

、

袴
谷
憲

昭

氏
は

「

〈

清

　

浄
法
界
〉

考
」

（

『

南
都
仏
教
』

三

七
、

一

九
七

六

年
。

後
に

『

唯
識
思
想

　

論
考
』

大
蔵
出
版

、

二

〇

〇
一

年
所
収
）

に

お
い

て
、

『
仏
地
経
論
』

と

　
『

大

乗
荘

厳
経

論
』

と

そ
の

諸
注
釈
を

対
照

し、

〈

清
浄
法
界
〉

の

本
質
は

　
『

大

乗
荘
厳
経
論
』

の

よ

う
に

〈

無

垢
清
浄
〉

に

求
め

ら

れ

な
け
れ

ば

な

　

ら

な
い

が
、

『

仏

地

経

論
』

で

は

む
し

ろ

〈
本

性
清
浄
〉

に

求
め

ら

れ
て

　

お

り、

こ

の

点
か

ら

唯
識
思
想
と

如
来
蔵
思
想
と

が

同
じ
発
想
を
基
盤

　

に
し

て

い

る
、

と
い

う
こ

と

を

指
摘

し
た

。

2
　
「

成
唯
識
論
』

巻
一

〇
、

大
正
三
一

、

五

五

a

　
五

六
a
。

3

「

成
唯

識

論
』

巻
一

〇
、

大

正
三
一

、

五

六
alc

。

「

四

種
姓
」

、

大

　

正
は

「

四

種
性
」

に

作
る

。

宋
本
等

に
よ

り
改

め
る

。

4
　
第
八

識
が

転
じ
る

大
円
鏡

智
相
応

心
は
一

切
を

明
ら

か
に

知
る

智
、

平

　

等
性
智
は

自
他
一

切
の

平
等
を

思
量
す
る

智
、

妙
観
察
智
は

諸

法
を

正

　

し

く
知

り
説
法
断

疑
を

な

す
智、

成

所
作

智

は

衆
生
の

救

済
を

成

就
す

　

る

智
で

あ
る

と
さ

れ
る

。

5
　
「

仏

地
経
論
」

巻
三
、

大
正
二

六
、

三

〇一
、

a
。

6
　
『

開

元

録」

巻
八

（

大
正
五

五
、

五

五

六

b
　
c
）

に

よ
れ

ば
、

『

仏
地

　

経
論
』

の

訳
出
は

貞
観
二
一、
一

年
（
六

四

九
）

十
月

、

『

成

唯
識

論
』

の

訳

　

出
は

顕
慶
四

年
（
六
五

九
）

閏
十
月

で

あ
る

。

7
　
『

仏

地
経
論
』

は

親
光
等
（
チ

ベ

ッ

ト
訳

で
は

戒

賢
V

の

撰
述
、

『

成
唯

　

識

論』

は

護

法
等
の

撰

述
で

あ

る
こ

と

か

ら
、

イ
ン

ド

瑜
伽

行
派
の

思
想

　

と
し

て

は

『

成
唯

識

論
』

の

十

義
か

ら

『

仏
地

経
論
』

の

十
三

義
へ

と

発

　

展
し

た

叮

能
性
も

考
慮
す
る

必
要
が

あ
る
。

8
　
『

仏
地
経
論
』

巻
三

、

大
正
二

六
、

三

〇
五

b
。

一

九
四

9
　
『

仏
地

経
論
』

巻
七

（

大
正
二

六
、

三

二

二

c

　
三

二

三

a
）

に

も
「

真

　

如
」

と

「

本
性
清
浄
」

が

連
関
し
て

説
か

れ
、

「

真

如
本
性
清
浄
」

と
い

　

う
観
念
も
見
ら

れ

る
。

10
　
『

仏
地

経
論
』

巻
三

、

大
正
二

六
、

三

〇

五
c
。

11
　
B
が
チ
ベ

ッ

ト

訳
に

な
い

こ

と

に
つ

い

て

は
、

西
尾

前
掲
書
二

一

七

頁

　

参
照

。

ま
た
、

こ

れ

を

確
認
す
る

上
で

筑
波
大
学
の

佐
久
問

秀
範
教
授

　

か

ら
ご

教
示
を
い

た
だ
い

た
。

記
し

て

謝
意

を
表
し
た
い

。

12
　
『

仏

地
経
論
』

巻
三

、

大
正
二

六
、

三

〇
二

b
。

13
　
『

仏
地

経
論
』

巻
七

（

大
正
二

六
、

三

二

二

c
）

に

「

能
為
一

切

善
法

　

所
依
」

と

あ
る
の

も
同

義
で

あ

る
。

14
　
『

仏

地
経
論
』

巻
四

、

大
正
二

六
、

三

〇
七

b
。

15
　
『

摂

大
乗
論
』

巻
上

、

大
正
三
一

、

一

三

六
c
。

16
　
『

成
唯
識
論
』

巻
二

、

大
正

三
一
、

九
a

。

拙
著
『

中
国

唯
識
思
想
史

　

研
究

　
　
玄
奘
と

唯
識
学
派
　
　
』

（
大
蔵
出
版、

二

〇

＝
二

年）

第
二

篇

　

第
四

章
H
「

熏
習
説
」

参
照

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
V

　

唯
識、

清
浄

法
界、

玄
奘、

『

仏
地
経
論
』

、

『

成
唯
識
論
』

　
　
　
　
（

駒
澤
大

学
教
授
・

博
士
（

文

学）
）
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